
 

 

干ばつ時の果樹園、液肥散布で乗り切ろう！ 

１．夏の追肥（ 玉 肥 ）は、 

果実の肥大促進や糖度・着色の向上に効果が高い、大切な施肥です。 

夏場の干ばつ時は粒状肥料を施しても、溶解が遅く効かせたい時に十分な肥効が得られません。 

そこで玉肥は、安定した肥効と速やかに養分を吸収させることができる液肥の散布が効果的 

です。 

 

２．液肥の使い分け 

下記を参考に目的や樹勢に応じて施肥して下さい。 
 

 

〇使い方：動力噴霧機やスピードスプレヤーを使用し、各10㎏/10a×２回、10日間隔で 

土壌へ、かん水施肥で散布して下さい。 

乾燥が著しい場合は散布前後に十分なかん水を行うことでより高い効果が期待できます。 
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今後、しばらく高温や乾燥が続き、樹勢への影響が懸念されます。早期落葉や樹勢の 

低下を招くことが無いよう、液肥による玉肥の施用で猛暑・酷暑を乗り切って下さい。 
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